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紹
介
と
批
評

谷
川
栄
彦
著

『
東
南
ア
ジ
ア
民
族
解
放
運
動
史
』

「
植
民
地
人
民
の
立
場
に
お
い
て
、
欧
米
諸
国
の
研
究
成
果
を
批
判
的
に
摂
取

し
な
が
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
民
族
解
放
運
動
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す

る
」
本
書
は
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
「
分
析
方
法
に
お
い
て
も
、
民
族
解
放
運

動
を
そ
の
歴
史
的
・
社
会
的
内
容
に
従
つ
て
把
む
こ
と
に
努
め
、
…
…
民
族
解

　
　
　
　
　
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム

放
運
動
を
『
民
族
主
義
』
の
概
念
で
一
律
に
割
り
き
る
こ
と
を
さ
け
」
、
そ
し
て

ま
た
「
史
実
を
明
確
に
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
一
般
に
既
定
の
事
実
の
よ
う
に

考
え
ら
れ
て
き
た
事
柄
で
も
、
具
体
的
に
証
明
で
き
な
い
も
の
は
叙
述
か
ら
除
」

（
序
、
一
！
二
ぺ
ー
ジ
）
外
す
る
。

　
私
は
こ
の
『
序
』
を
読
ん
だ
時
、
著
者
の
意
図
が
婁
こ
と
に
壮
絶
に
近
い
ま

で
に
チ
ャ
レ
y
ジ
ン
グ
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
目
を
見
は
つ
た
。
と
い
う
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
・
　
　
（
一
〇
八
二
）

は
、
「
植
民
地
人
民
の
立
場
に
お
い
て
」
と
す
る
「
人
民
主
義
歴
史
観
」
の
表

明
が
、
私
の
度
胆
を
ま
ず
抜
い
た
か
ら
で
あ
る
。
第
二
は
「
民
族
解
放
運
動
を

　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
へ
　
　
　
へ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ

そ
の
歴
史
的
・
社
会
的
内
容
に
従
つ
て
把
む
」
と
い
う
意
味
を
知
り
た
か
つ

た
。
第
三
の
問
題
点
は
、
「
具
体
的
に
証
明
で
き
な
い
…
…
」
の
「
具
体
的
」

に
私
の
知
的
関
心
が
集
中
し
た
。

　
私
は
著
者
が
「
戦
前
の
東
南
ア
ジ
ア
民
族
解
放
運
動
は
、
戦
後
東
南
ア
ジ
ア

に
お
こ
つ
た
変
革
の
歴
史
的
基
礎
を
な
す
重
要
な
も
の
」
（
序
、
一
ぺ
ー
ジ
）
と

す
る
指
摘
に
同
意
す
る
。
そ
れ
は
、
「
歴
史
」
が
時
系
列
だ
と
い
う
意
味
で
確

か
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
歴
史
家
が
「
歴
史
的
事
実
」
を

確
定
し
つ
つ
、
自
己
の
歴
史
を
再
構
成
す
る
た
め
に
意
味
づ
け
を
行
な
う
点
で

も
正
し
い
。

　
こ
う
し
た
「
意
味
づ
け
」
の
契
機
を
著
者
は
、
私
の
受
け
と
り
方
で
は
、
右

の
三
点
に
明
ら
か
に
し
た
の
だ
と
考
え
る
。
私
が
、
「
歴
史
の
意
味
づ
け
」
で

現
在
苦
し
ん
で
い
る
だ
け
に
！
そ
れ
は
、
私
が
現
代
と
い
う
、
ま
つ
た
く
一

つ
一
つ
の
「
歴
史
的
事
実
」
を
自
分
で
意
味
づ
け
る
こ
と
で
、
「
事
実
」
と
し
て

認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
学
問
領
域
を
担
当
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
ー
、

著
者
の
立
場
は
、
ま
つ
た
く
他
山
の
石
ど
こ
ろ
で
は
な
か
つ
た
。

　
し
か
し
、
本
書
の
も
つ
学
界
へ
の
貢
献
は
後
に
の
べ
る
が
、
著
者
の
こ
う
し

た
立
場
は
、
本
書
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
成
功
を
お
さ
め
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。
私
の
受
け
と
り
方
は
、
以
下
の
文
脈
に
織
り
こ
ま
れ
る
が
、
私
は
本
書
に

意
義
を
認
め
る
の
は
、
著
者
の
意
図
が
ど
こ
ま
で
本
書
を
貫
通
し
、
ど
こ
ま
で

貫
通
し
て
い
な
い
か
、
を
み
つ
け
だ
す
こ
と
で
、
逆
に
私
自
身
の
知
的
糧
に
大

い
に
な
り
え
た
点
に
あ
る
。

一



　
私
は
専
門
歴
史
家
で
は
な
い
。
だ
が
、
言
葉
の
真
の
意
味
で
の
現
代
と
い
う

「
歴
史
」
的
状
況
の
中
に
あ
つ
て
、
認
識
で
武
装
す
る
こ
と
で
生
き
よ
う
と
し

て
い
る
一
人
の
社
会
科
学
者
で
あ
る
こ
老
を
忘
れ
な
い
。
浅
学
を
か
こ
つ
こ
と

な
く
、
先
学
を
対
象
と
す
る
ゆ
え
ん
が
こ
こ
に
あ
る
。

二

『
緒
論
　
戦
後
東
南
ア
ジ
ア
民
族
解
放
運
動
の
発
展
』
に
お
い
て
、
著
者
は
、

「
し
ぽ
れ
ば
し
ぽ
る
だ
け
ミ
ル
ク
を
出
す
乳
牛
」
で
あ
つ
た
植
民
地
東
南
ア
ジ

ア
が
、
人
民
の
主
体
性
を
否
定
さ
れ
て
い
た
戦
前
の
状
況
、
す
な
わ
ち
「
人

民
大
衆
は
、
土
着
の
非
近
代
的
社
会
関
係
を
利
用
し
た
欧
米
資
本
や
土
着
地
主

の
あ
く
ど
い
搾
取
を
う
け
て
悲
惨
な
生
活
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
」
（
ニ
ペ
ー
ジ
、

傍
点
引
用
者
）
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
状
況
が
あ
つ
た

た
め
に
、
「
植
民
地
権
力
の
弾
圧
に
抗
し
な
が
ら
、
執
拗
な
反
植
民
地
・
民
族

独
立
闘
争
を
く
り
か
え
し
た
」
事
実
は
あ
つ
て
も
、
「
第
二
次
大
戦
ま
で
、
闘

争
の
主
体
的
・
客
観
的
条
件
が
熟
さ
ず
、
植
民
地
支
配
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
つ
た
」
（
二
ぺ
！
ジ
）
と
指
摘
す
る
．

　
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
民
族
解
放
は
、
右
に
の
べ
た
史
的
状
況
を
に
な
い

な
が
ら
、
次
の
五
項
目
に
特
記
さ
れ
る
「
主
体
的
・
客
観
的
」
条
件
に
よ
つ

て
、
大
い
な
る
発
展
を
と
げ
る
と
さ
れ
る
。

　
e
戦
前
の
民
族
独
立
運
動
を
基
礎
と
し
た
戦
中
の
抗
日
民
族
解
放
闘
争
を
契

機
と
し
て
、
運
動
の
主
体
的
条
件
を
創
出
し
た
こ
と

　
⇔
日
本
帝
国
主
義
の
敗
退
、
戦
争
直
後
の
西
欧
帝
国
主
義
の
虚
弱
化
状
況
か

ら
、
反
植
民
地
・
民
族
独
立
運
動
が
高
揚
し
、
結
晶
化
す
る
現
実
的
状
況
が
生

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

じ
た
こ
と

　
㊧
ソ
連
、
東
欧
、
中
共
な
ど
の
社
会
主
義
・
人
民
民
主
主
義
勢
力
が
帝
国
主

義
勢
力
を
牽
制
す
る
と
同
時
に
、
反
植
民
地
・
民
族
解
放
運
動
が
積
極
的
支
援

を
え
た
こ
と

　
㊨
東
南
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
、
A
・
A
・
L
A
地
域
に
お
い
て
も
民
族
解
放

運
動
が
た
か
ま
り
、
相
互
間
の
連
帯
が
造
成
さ
れ
た
こ
と

　
㊨
世
界
の
労
働
勢
力
や
平
和
勢
力
が
植
民
地
解
放
運
動
を
支
持
し
た
こ
と

　
こ
う
し
て
成
立
し
、
展
開
を
と
げ
た
戦
後
東
南
ア
ジ
ア
の
民
族
解
放
運
動
が

世
界
的
に
意
味
を
も
つ
と
著
者
が
指
摘
す
る
次
の
諸
点
は
、
本
書
を
支
え
る
著

者
の
認
識
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
全
部
を
掲
げ
て
お
か
ね
ば
な

る
ま
い
。

　
第
一
に
、
そ
の
民
族
独
立
運
動
は
、
東
南
ア
ジ
ア
だ
け
の
孤
立
し
た
現
象
で

　
は
な
く
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
、
つ
ま
り
A
・
A
・

　
L
A
地
域
に
お
い
て
お
こ
つ
て
い
る
世
界
史
的
現
象
の
一
環
で
あ
り
、
そ
れ

　
ら
は
相
互
に
作
用
し
あ
い
な
が
ら
全
世
界
的
規
模
で
の
反
植
民
地
・
民
族
解

　
放
運
動
を
推
進
し
、
A
・
A
・
L
A
地
域
の
諸
民
族
・
人
民
に
た
い
し
将
来

　
へ
の
展
望
と
勇
気
と
支
持
を
あ
た
え
て
い
る
．
第
二
に
、
東
南
ア
ジ
ア
の
民

　
族
解
放
運
動
は
、
他
の
地
域
の
民
族
独
立
運
動
と
と
も
に
、
帝
国
主
義
体
制

　
そ
の
も
の
に
大
打
撃
を
あ
た
え
て
い
る
．
そ
し
て
第
三
に
、
東
南
ア
ジ
ア
の

　
民
族
独
立
運
動
は
、
他
の
地
域
の
民
族
解
放
運
動
と
あ
い
ま
つ
て
、
反
帝
国

　
主
義
勢
力
と
し
て
の
社
会
主
義
・
人
民
民
主
主
義
諸
国
の
発
展
に
と
つ
て
、

　
有
利
な
国
際
的
条
件
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。
（
三
ぺ
ー
ジ
）

　
戦
後
東
南
ア
ジ
ア
民
族
解
放
運
動
を
「
世
界
」
史
的
に
意
味
づ
け
た
著
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
　
　
　
（
一
〇
八
三
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
コ

は
、
そ
の
運
動
の
性
格
は
単
純
な
も
の
で
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
「
ヨ
ー
ロ

　
ヘ
　
ヘ
　
じ
　
む
　
へ
　
ち
　
ヤ
　
ヤ
　
ち
　
ち
　
ち
　
ち
　
セ
　
　
　

ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
を

ッ
パ
の
歴
史
的
経
験
に
か
ん
が
み
、
『
民
族
主
義
』
を
歴
史
的
・
社
会
的
内
容

の
あ
る
概
念
と
し
、
そ
の
本
質
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
や
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち

民
族
問
題
に
た
い
す
る
思
想
・
運
動
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
な
ら
ば
、
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
セ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ

南
ア
ジ
ア
の
民
族
運
動
も
、
他
の
地
域
の
そ
れ
と
同
様
、
民
族
主
義
勢
力
の
率

い
る
運
動
と
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
・
共
産
主
義
（
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
）

勢
力
の
指
導
す
る
民
族
運
動
に
大
別
さ
れ
る
」
（
三
ぺ
r
ジ
、
傍
点
引
用
者
）
と

す
る
分
析
視
座
に
た
つ
て
い
る
。

　
共
産
主
義
勢
力
に
よ
る
民
族
運
動
は
、
徹
底
的
反
帝
国
主
義
闘
争
を
特
徴
と

し
、
民
族
主
義
勢
力
が
担
当
し
た
運
動
は
帝
国
主
義
に
た
い
す
る
妥
協
型
と
動

揺
型
に
識
別
さ
れ
る
。
し
か
も
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
「
徹
底
型
」
民
族
運
動
は
、

「
東
南
ア
ジ
ア
の
各
国
に
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
運
動
が
他
の
タ
イ
プ
の
民

族
運
動
を
圧
し
て
、
民
族
運
動
な
い
し
国
家
政
治
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
に
ぎ
つ
て
．

い
る
国
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
以
外
に
な
い
」
が
、
「
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
上
層
・
官
僚

資
本
・
地
主
層
な
ど
有
産
階
級
の
利
益
を
代
弁
す
る
右
翼
民
族
主
義
勢
力
に
よ

つ
て
指
導
さ
れ
て
い
る
」
妥
協
型
運
動
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
そ
の
代
表
と
し
、

ま
た
マ
，
レ
ー
シ
ア
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
に
確
認
さ
れ
る
。
（
四
ぺ
ー
ジ
）
「
妥
協
型

一
に
く
ら
べ
る
と
左
翼
的
で
あ
る
」
が
、
「
あ
る
と
き
は
労
農
勢
力
と
と
も
に
、
反

、
帝
国
主
義
闘
争
に
た
ち
あ
が
る
が
、
他
の
と
き
に
は
帝
国
主
義
と
の
妥
協
に
回

る
」
、
す
な
わ
ち
「
主
と
し
て
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
下
層
や
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
」

の
意
思
を
代
表
し
て
い
る
」
こ
と
か
ら
生
ず
る
二
面
性
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

こ
の
型
の
代
表
は
ス
ハ
ル
ト
以
前
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
あ
り
、
ビ
ル
マ
が
こ
の

範
疇
に
入
る
と
さ
れ
る
。
（
五
ー
六
ぺ
ー
ジ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
　
　
　
（
心
○
八
四
）

　
こ
の
第
二
次
大
戦
以
後
に
お
け
る
民
族
運
動
の
諸
類
型
を
形
成
す
る
基
礎
と

な
つ
た
戦
前
の
民
族
独
立
運
動
を
、
著
者
は
、
右
翼
・
改
良
的
民
族
主
義
と
左

翼
・
革
命
的
民
族
主
義
の
二
下
位
類
型
を
ふ
く
む
民
族
主
義
勢
力
の
指
導
す
る

運
動
と
、
共
産
主
義
勢
力
の
率
い
る
民
族
運
動
に
類
別
す
る
。
こ
の
類
別
の
意

味
は
、
著
者
が
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
は
、
一
九
三
〇
年
以
後
、
共
産
主
義
勢
力
の

指
導
す
る
民
族
運
動
が
他
の
型
の
民
族
運
動
を
圧
し
て
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
に
ぎ
つ

た
。
そ
の
こ
と
は
、
戦
後
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
民
族
運
動
の
基
礎
と
な
つ

た
。
こ
れ
に
た
い
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
改
良
的
民
族
主
義
が
支
配
的
で
あ
つ

て
、
そ
れ
は
戦
後
の
右
翼
・
妥
協
型
民
族
主
義
に
発
展
し
た
。
革
命
的
民
族
主

義
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
指
導
権
を
に
ぎ
り
、
戦
後
の
左
翼
・
動
揺
型

民
族
主
義
へ
と
成
長
し
た
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
戦
後
民
族
運
動
に

お
け
る
各
パ
タ
：
ン
の
典
型
と
そ
の
原
型
は
、
す
で
に
戦
前
に
形
成
さ
れ
て
い

た
」
（
八
ぺ
ー
ジ
、
傍
点
著
者
）
と
い
い
た
い
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

三

　
第
一
章
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
」
か
ら
第
三
章
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
」
ま
で
の
約
四
〇
〇

ぺ
ー
ジ
に
わ
た
る
彪
大
な
著
述
部
分
を
こ
こ
で
紹
介
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。

も
ち
ろ
ん
、
著
者
に
と
つ
て
は
、
こ
の
三
つ
の
章
が
、
そ
の
纏
蓄
を
集
中
し
た

部
分
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
諸
国
の
民
族
運
動
の
歴
史
を

専
門
と
す
る
も
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
こ
こ
で
の
叙
述
は
、
前
述
し
た
著
者
の
目

的
な
り
、
意
図
な
り
を
証
明
す
る
文
脈
と
し
て
の
意
味
し
か
も
た
な
い
か
ら
で

あ
る
。
（
知
識
を
う
る
と
い
う
点
で
は
、
ま
つ
た
く
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
）
し
た
が
つ
て
、
こ
こ
で
は
、
著
者
の
い
い
た
い
す
じ
を
、
提
起
さ
れ



た
項
目
を
全
部
あ
げ
る
手
問
を
か
け
る
こ
と
で
「
紹
介
」
し
て
お
こ
う
。

　
第
一
章
『
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
ー
民
族
民
主
革
命
へ
の
道
』
、
第
一
節
「
フ
ラ
ソ

ス
の
侵
略
」
（
一
、
フ
ラ
γ
ス
侵
略
以
前
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
社
会
。
二
、
フ
ラ
ン
ス

の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
征
服
．
）
．
第
二
節
「
フ
ラ
ソ
ス
の
植
民
地
支
配
と
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
社

会
の
変
化
」
　
（
一
、
フ
ラ
ン
ス
資
本
に
よ
る
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
経
済
の
支
配
。
二
、
フ

ラ
ン
ス
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
統
治
。
三
、
農
民
・
手
工
業
者
の
破
産
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
の
発
生
。
四
、
民
族
資
本
家
階
級
お
よ
び
小
資
産
階
級
の
形
成
。
）
、
第
三
節
「
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
民
族
主
義
の
発
生
と
反
仏
闘
争
の
展
開
」
（
て
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
前
近

代
的
反
抗
。
二
、
東
遊
運
動
と
ト
ソ
キ
ン
義
塾
。
三
、
ア
ン
ナ
ン
地
方
に
お
け
る
抗

税
運
動
と
ハ
ノ
イ
兵
営
中
毒
事
件
。
四
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
光
復
会
乏
第
一
次
大
戦
中
の

反
仏
闘
争
。
）
、
第
四
節
「
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
民
族
独
立
運
動
の
発

展
」
（
一
、
公
然
運
動
か
ら
地
下
闘
争
へ
。
二
、
ホ
ー
・
チ
．
、
、
、
γ
と
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
革
命
青
年
同
志
会
．
三
、
新
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
革
命
党
、
青
年
希
望
党
お
よ
び
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
国
民
党
．
）
、
第
五
節
「
民
族
主
義
の
敗
退
と
共
産
主
義
の
台
頭
」
（
一
、
共

産
党
の
成
立
。
二
、
イ
エ
ン
バ
イ
暴
動
と
国
民
党
の
壊
滅
。
三
、
労
農
運
動
の
発
展
と

ゲ
・
チ
ン
・
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
。
）
、
第
六
節
「
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
脅
威
と
民
族
独
立
運

動
」
（
一
、
共
産
党
の
再
建
闘
争
。
二
、
反
帝
人
民
戦
線
と
民
主
改
革
運
動
。
三
、
日

本
の
「
仏
印
進
駐
」
。
四
．
ヴ
ェ
ト
ミ
ン
戦
線
の
結
成
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
マ
ル
ハ
エ
ニ
ズ
ム

　
第
二
章
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ー
「
大
衆
主
義
」
の
旗
の
も
と
に
』
、
第
一
節
「
オ

ラ
ン
ダ
の
植
民
地
支
配
」
（
一
、
植
民
地
支
配
の
史
的
変
遷
。
ご
、
「
倫
理
政
策
」

と
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
経
済
の
構
造
。
三
、
オ
ラ
ン
ダ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
統
治
機
構
。
）
、

第
二
節
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
の
変
化
（
一
、
伝
統
的
農
村
社
会
の
分
解
と
プ
レ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
発
生
。
二
、
知
識
階
級
お
よ
び
民
族
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
ジ
ー
の
誕
生
。
）
、

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

第
三
節
「
民
族
主
義
の
発
生
」
（
一
、
前
近
代
的
反
抗
か
ら
民
族
主
義
運
動
へ
．

二
、
プ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
．
三
、
サ
リ
カ
ッ
ト
・
イ
ス
ラ
ム
。
四
、
イ
ン
ド
党
。
）
、
第

四
節
「
第
一
次
大
戦
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
運
動
の
発
展
」
（
て
オ
ラ
ン
ダ
社
会

主
義
者
の
渡
来
と
そ
の
影
響
。
二
、
サ
リ
カ
ッ
ト
・
イ
ス
ラ
ム
の
前
進
。
三
、
「
国

民
参
議
会
」
の
開
設
と
民
族
主
義
勢
力
。
四
、
サ
リ
カ
ッ
ト
・
イ
ス
ラ
ム
の
労
働
組
合

指
導
．
）
、
第
五
節
「
共
産
主
義
の
台
頭
」
（
一
、
共
産
党
の
結
成
と
サ
リ
カ
ッ
ト
．

イ
ス
ラ
ム
の
分
裂
。
二
、
共
産
党
の
発
展
。
三
、
民
族
主
義
勢
力
の
後
退
。
）
、
第
六

節
「
共
産
主
義
勢
力
の
蜂
起
」
（
一
、
共
産
党
の
極
左
偏
向
．
二
、
革
命
を
め
ぐ

る
党
内
の
分
裂
．
三
、
蜂
起
と
そ
の
失
敗
．
）
、
第
七
節
「
革
命
的
民
族
主
義
の
勃
興
」

（
一
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
同
盟
と
学
習
ク
ラ
ブ
。
二
、
新
し
い
民
族
主
義
エ
リ
ー
ト
の

形
成
。
三
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
党
の
創
立
と
ス
カ
ル
ノ
の
　
「
大
衆
主
義
」
。
四
、

国
民
党
の
大
衆
闘
争
と
民
族
主
義
連
合
の
結
成
。
）
、
第
八
節
「
弾
圧
下
に
お
け
る
民

族
主
義
の
後
退
」
（
一
、
革
命
的
民
族
主
義
の
危
機
。
二
、
改
良
的
民
族
主
義
の

発
展
．
三
、
パ
リ
ン
ド
ラ
と
ス
タ
ル
ジ
ョ
請
願
．
）
、
第
九
節
「
侵
略
の
脅
威
と
民
族

運
動
」
（
一
、
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
運
動
の
展
開
と
ゲ
リ
ン
ド
。
二
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政

治
連
合
（
ガ
ピ
）
の
結
成
。
三
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
議
会
の
開
設
を
め
ざ
し
て
。
）

　
第
三
章
『
フ
ィ
リ
ピ
ソ
ー
革
命
か
ら
改
良
へ
』
、
第
一
節
「
ス
ペ
イ
ン
の
フ
ィ

リ
ピ
γ
支
配
」
（
一
、
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
主
義
の
支
配
、
二
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
社
会
の

変
化
。
）
、
第
二
節
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
戻
族
主
義
の
発
生
と
改
革
運
動
」
（
一
、
民
族

主
義
の
発
生
。
二
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
改
革
運
動
の
展
開
。
三
、
改
良
的
民
族
主
義
の
挫

折
．
）
、
第
三
節
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
革
命
」
（
一
、
カ
テ
ィ
プ
ナ
ン
と
人
民
蜂
起
．
二
、

革
命
陣
営
内
部
の
対
立
。
三
．
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
独
立
宣
言
。
四
、
ス
ペ
イ
ン
支
配
の

崩
壊
と
フ
イ
リ
ピ
ン
共
和
国
の
成
立
。
）
、
第
四
節
「
ア
メ
リ
カ
の
干
渉
と
革
命
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
　
　
　
（
一
〇
八
五
V



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

敗
退
」
（
一
、
米
比
戦
争
の
勃
発
。
二
、
フ
ィ
リ
ピ
ソ
人
民
の
抵
抗
．
三
、
共
和

国
の
動
揺
と
降
伏
。
）
、
第
五
節
「
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
支
配
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
社
会
」

（
一
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
統
治
の
方
法
。
二
、
自
由
貿
易
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
。
三
、
カ

シ
キ
ズ
ム
と
土
地
問
題
．
）
、
第
六
節
「
自
治
拡
大
運
動
の
展
開
」
（
一
、
弾
圧
下

の
民
族
主
義
。
二
、
国
民
党
と
対
米
キ
ャ
ン
ペ
イ
ン
。
三
、
民
族
独
立
に
た
い
す
る

恐
怖
．
）
、
第
七
節
「
労
農
勢
力
の
台
頭
と
民
族
独
立
運
動
」
（
一
、
共
産
党
・

社
会
党
の
結
成
。
二
、
サ
ク
ダ
ル
党
と
農
民
蜂
起
。
三
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
体
制
下

に
お
け
る
労
農
・
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
運
動
の
展
開
。
）
以
上
で
紹
介
を
終
る
。

四

『
結
論
』
に
お
い
て
著
者
は
、
植
民
地
支
配
に
抗
し
た
土
着
民
の
反
乱
・
一
揆

は
、
「
近
代
民
族
国
家
や
近
代
社
会
へ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
も
つ
た
も
の
で
は
な

く
、
植
民
地
主
義
者
の
残
酷
な
搾
取
・
抑
圧
に
耐
え
き
れ
な
く
な
つ
た
農
民
の

自
然
発
生
的
反
抗
か
、
あ
る
い
は
植
民
地
権
力
に
よ
つ
て
伝
統
的
特
権
を
侵
害

さ
れ
た
封
建
貴
族
の
復
古
的
反
抗
か
、
ま
た
は
両
者
の
結
合
し
た
も
の
で
あ
つ

た
」
（
四
一
三
！
四
ぺ
ー
ジ
）
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
一
九
世
紀
に
入
る
と
、
そ

れ
ま
で
の
植
民
地
収
奪
を
テ
コ
と
し
て
原
始
的
蓄
積
を
終
え
た
西
欧
資
本
主
義

が
産
業
資
本
主
義
段
階
へ
発
展
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
植
民
地
支
配
の
方
法
も

し
だ
い
に
変
化
」
（
四
一
四
ぺ
ー
ジ
）
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
産
業
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

層
ー
が
製
品
販
売
・
原
料
獲
得
市
場
と
し
て
植
民
地
を
対
象
化
し
な
お
し
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
彼
ら
は
、
こ
の
意
図
に
合
目
的
的
で
あ
る
た
め
に
、
農
・
鉱
業
の
開
発
と
、
そ

れ
に
必
要
な
施
設
・
制
度
を
樹
立
す
る
が
、
ま
た
彼
ら
の
目
的
の
た
め
に
工
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六
　
　
　
（
一
〇
八
六
）

を
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
こ
う
し
た
外
圧
は
、
た
と
え
社
会
に
た

い
し
て
は
脆
行
的
な
効
果
で
は
あ
つ
て
も
．
構
造
変
化
を
も
た
ら
さ
ざ
る
を
え

な
か
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
商
品
経
済
の
流
入
に
よ
つ
て
、
農
民
は
、
地
主
・
華

橋
商
人
の
高
利
貸
資
本
に
不
足
貨
幣
の
充
当
を
求
め
、
そ
の
返
済
能
力
の
欠
如

か
ら
、
土
地
を
収
奪
さ
れ
、
一
方
に
お
い
て
は
大
地
主
層
形
成
を
助
長
し
な
が
ら

自
身
は
農
業
労
働
者
へ
の
道
を
辿
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
「
植
民
地
主
義
は
、
土
着

社
会
の
お
く
れ
た
社
会
関
係
を
低
賃
銀
労
働
に
だ
い
す
る
保
障
と
な
し
、
ま
た

貴
族
・
村
長
ら
の
土
着
支
配
層
を
植
民
地
統
治
機
構
に
く
み
込
む
た
め
、
伝
統

的
土
着
社
会
を
温
存
し
、
そ
の
近
代
化
む
阻
止
し
よ
う
と
し
た
。
」
　
（
四
一
四
ぺ

ー
ジ
）
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伝
統
的
土
着
社
会
が
、
地
主
・
富
農
層
か
ら

土
着
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
を
、
都
市
部
か
ら
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
を
創
出
し
た
こ

と
こ
そ
、
社
会
の
構
造
変
化
の
「
意
味
」
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
一
度
は
じ
ま
つ
た
社
会
解
体
を
推
進
す
る
「
歴
史
」
の
力
を
押
し
と
ど
め
る

も
の
は
あ
り
え
な
い
。
そ
の
力
を
著
者
は
、
次
の
よ
う
に
評
価
す
る
。

　
　
植
民
地
の
す
み
ず
み
ま
で
滲
透
し
た
資
本
主
義
は
、
伝
統
的
社
会
の
分
解

　
に
拍
車
を
か
け
、
農
民
の
土
地
喪
失
や
小
作
人
・
労
働
者
へ
の
転
落
を
大
幅

　
に
ひ
き
お
こ
し
た
。
農
村
人
口
の
大
半
を
占
め
た
小
作
人
・
農
業
労
働
者

　
は
、
封
建
的
生
産
関
係
を
利
用
し
た
、
ひ
と
に
ぎ
り
の
地
主
・
高
利
貸
・
外

　
国
資
本
家
の
残
酷
な
支
配
を
う
け
て
悲
惨
な
生
活
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
。
農

　
民
に
と
つ
て
は
、
帝
国
主
義
と
封
建
主
義
と
は
盾
の
両
面
に
ほ
か
な
ら
な
か

　
つ
た
．
彼
ら
は
、
ぎ
び
し
い
搾
取
と
抑
圧
を
う
け
て
か
ぎ
り
な
い
革
命
的
エ

　
ネ
ル
ギ
ー
を
秘
め
、
民
族
独
立
運
動
の
大
衆
的
基
礎
を
な
し
た
。
都
市
労
働

　
者
の
労
働
・
生
活
条
件
も
貧
農
層
と
大
差
な
か
つ
た
。
帝
国
主
義
的
開
発
の



　
進
展
に
と
も
な
つ
て
数
を
ま
し
た
労
働
者
は
、
独
自
の
階
級
を
構
成
し
、
後

　
に
は
自
覚
的
階
級
へ
と
発
展
し
て
い
つ
た
。
（
四
一
五
－
六
ぺ
ー
ジ
）

　
こ
う
し
た
労
働
者
に
た
い
し
て
、
階
級
へ
の
意
識
化
の
契
機
を
あ
た
え
た
の

は
、
白
人
の
移
住
労
働
者
の
中
の
社
会
主
義
分
子
で
あ
つ
た
（
フ
ィ
リ
ピ
ソ
と

イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
）
．
民
族
資
本
家
階
級
も
、
商
工
業
に
従
事
す
る
地
主
層
や
開
明

的
儒
者
（
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
）
の
台
頭
に
よ
つ
て
出
現
し
は
じ
め
た
。
こ
こ
に
、
民

族
解
放
運
動
の
二
大
担
当
要
因
が
で
そ
ろ
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は

「
民
族
」
運
動
は
生
ま
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
民
族
は
民
族
で
あ
ろ
う
と
す
る

意
思
を
前
提
と
し
て
成
立
す
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
契
機
と
な
つ
た
の
は
、
著

者
の
い
う
「
帝
国
主
義
的
・
資
本
主
義
的
開
発
」
で
あ
つ
た
．
「
資
本
主
義
、

と
く
に
帝
国
主
義
は
、
土
地
・
資
源
を
求
め
て
植
民
地
内
部
の
僻
地
に
ま
で

進
出
し
、
植
民
地
全
体
を
資
本
主
義
経
済
体
制
の
な
か
に
ま
き
込
ん
だ
。
そ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

で
は
、
商
品
流
通
や
社
会
的
動
員
が
普
遍
的
と
な
つ
て
活
発
化
し
、
交
流
の
手

　
　
　
　
う
　
　
　
へ
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

段
と
し
て
共
通
の
言
語
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
共
通
の
文
化
の
生
ま

れ
る
条
件
も
整
い
は
じ
め
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
従
来
地
方
主
義
的
段
階
に

と
ど
ま
つ
て
い
た
人
民
の
間
に
、
し
だ
い
に
民
族
的
一
体
感
や
民
族
的
ヴ
ィ
ジ

ョ
ソ
が
培
わ
れ
て
い
つ
た
。
共
通
の
宗
教
や
共
通
の
植
民
地
的
法
体
系
庵
、
そ

の
統
一
意
識
の
形
成
に
役
立
つ
た
。
」
（
四
一
七
ぺ
ー
ジ
、
傍
点
引
用
者
）

　
こ
の
「
民
族
運
動
の
内
的
条
件
」
の
形
成
は
、
「
外
的
条
件
」
の
熟
成
と
セ
ッ

ト
と
な
る
こ
と
で
、
表
面
化
す
る
必
要
十
分
状
況
を
創
出
す
る
。
こ
の
「
外
的

条
件
」
は
、
一
九
世
紀
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
革
命
、
日
本
の
発
展
（
日
露
戦
争
に
お

け
る
日
本
の
勝
利
）
、
孫
文
に
よ
る
中
国
革
命
運
動
や
辛
亥
革
命
、
イ
ン
ド
国
民

会
議
派
の
民
族
運
動
や
青
年
ト
ル
コ
党
の
運
動
に
よ
つ
て
触
発
さ
れ
た
の
で
あ
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ち
　
　
ヤ

る
。
こ
う
し
て
表
面
化
し
た
東
南
ア
ジ
ア
の
近
代
民
族
運
動
は
、
帝
国
主
義
の

抑
圧
と
譲
歩
に
よ
つ
て
対
抗
さ
れ
た
。
主
と
し
て
抑
圧
策
に
よ
つ
た
の
は
フ
ラ

ン
ス
で
あ
り
、
譲
歩
策
を
中
心
と
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
で
あ
つ
た
。
オ
ラ
ン
ダ

と
イ
ギ
リ
ス
は
、
そ
の
中
間
に
た
つ
た
。

　
第
一
次
大
戦
は
、
植
民
地
再
分
配
を
め
ぐ
る
帝
国
主
義
諸
国
間
の
闘
争
で
あ

つ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
植
民
地
経
営
な
い
し
支
配
に
、
何
ら
か
の
程
度
の
間

隙
が
生
じ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
、
民
族
資
本
は
発
達

し
、
植
民
地
人
は
参
戦
を
通
じ
て
近
代
理
念
や
技
術
と
の
接
触
を
え
た
．
ま

た
、
大
戦
に
よ
つ
て
触
発
さ
れ
、
支
配
担
当
階
級
の
逆
転
を
現
出
さ
せ
た
ロ
シ

ア
革
命
は
、
被
支
配
階
級
に
大
い
な
る
可
能
性
を
期
待
さ
せ
、
自
己
解
放
の
契

機
を
植
民
地
人
民
に
あ
た
え
た
。

　
被
支
配
階
級
と
し
て
の
労
働
者
、
農
民
が
、
ロ
シ
ア
革
命
に
よ
つ
て
触
発
さ

れ
て
、
階
級
意
識
と
次
第
に
国
際
的
連
帯
意
識
を
醸
成
さ
せ
て
い
つ
た
こ
と

は
、
植
民
地
人
民
の
孤
立
感
を
打
破
す
る
重
要
な
機
会
に
な
つ
た
。
こ
う
し
た

動
き
は
、
戦
後
に
お
け
る
闘
争
の
組
織
的
基
軸
と
し
て
の
共
産
党
を
生
み
だ
し

た
し
、
ま
た
植
民
地
政
府
が
管
理
・
行
政
能
力
の
安
価
な
調
達
を
目
的
と
し
て

設
定
し
た
学
校
教
育
、
そ
し
て
ま
た
留
学
生
層
の
拡
大
に
よ
つ
て
必
然
的
に
生

じ
た
学
生
・
知
識
分
子
の
増
大
も
、
民
族
運
動
を
強
化
す
る
機
能
を
は
た
し

た
。
か
く
し
て
、
太
平
洋
戦
争
ま
で
の
東
南
ア
ジ
ア
近
代
民
族
運
動
が
、
民
族

主
義
運
動
（
改
良
的
民
族
主
義
と
革
命
的
民
族
主
義
に
分
類
し
う
る
）
と
共
産
主

義
運
動
に
よ
つ
て
綾
ど
ら
れ
て
ゆ
く
と
い
う
著
者
の
基
本
的
な
問
題
意
識
に
つ

な
が
る
状
況
が
明
確
化
す
る
の
で
あ
る
。

　
著
者
は
、
最
後
に
次
の
文
章
を
も
つ
て
、
著
者
の
「
歴
史
」
を
描
い
て
い
る
4
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八
七
）
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戦
前
の
そ
の
運
動
（
東
南
ア
ジ
ア
の
民
族
解
放
運
動
。
引
用
者
補
）
は
、
不

十
分
な
組
織
力
や
戦
略
戦
術
上
の
誤
り
な
ど
の
主
体
的
弱
点
に
加
え
る
に
、

帝
国
主
義
・
植
民
地
主
義
の
力
が
比
較
的
安
定
し
て
い
た
こ
と
や
、
植
民
地

解
放
運
動
を
支
持
す
る
世
界
の
社
会
主
義
・
人
民
勢
力
の
力
が
い
ま
だ
弱
体

で
あ
つ
た
こ
と
な
ど
の
た
め
、
植
民
地
解
放
・
民
族
独
立
の
課
題
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
戦
前
に
お
け
る
民
族
独
立
運

動
の
歴
史
的
意
義
は
、
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
。
そ
れ
は
、
植
民
地
主
義
に

た
い
し
執
拗
な
闘
争
を
く
り
返
す
こ
と
に
よ
つ
て
、
人
民
大
衆
に
民
族
意
識

や
反
植
民
地
感
情
を
た
た
き
こ
む
と
と
も
に
、
民
族
闘
争
に
お
け
る
貴
重
な

経
験
や
教
訓
を
い
ろ
い
ろ
体
得
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
戦
後
に
お

け
る
民
族
運
動
の
発
展
を
も
た
ら
す
重
要
な
条
件
と
な
つ
た
。
ま
た
、
戦
前

の
独
立
運
動
の
過
程
で
樹
立
さ
れ
た
民
族
主
義
的
、
あ
る
い
は
共
産
主
義
的

政
党
・
団
体
の
多
く
も
、
戦
後
民
族
運
動
の
組
織
的
基
礎
と
し
て
役
立
つ
た

の
で
あ
る
。
（
四
二
四
－
五
ペ
ー
ジ
）

五

　
本
書
を
読
み
終
え
た
時
、
私
は
ま
ず
著
者
に
羨
望
を
感
じ
た
こ
と
を
憶
え
て

い
る
。
と
い
う
の
は
、
当
時
（
本
年
三
月
）
私
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
特
性
づ
け
の
た
め
に
、
き
わ
め
て
少
量
の
資
料
し
か
利
用
で
き

な
い
こ
と
に
、
一
種
絶
望
に
近
い
状
況
に
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
著
者
が
こ
と

ち
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ

も
な
げ
に
利
用
さ
れ
て
い
る
多
く
の
も
の
に
、
私
は
ま
す
ま
す
絶
望
感
を
深
め

た
。
こ
の
こ
と
は
、
多
く
の
わ
が
国
に
お
け
る
新
興
諸
国
研
究
者
に
通
ず
る
で

あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
の
点
で
本
書
は
ま
こ
と
に
貴
重
で
あ
る
。
従
来
に
も
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
　
　
　
（
一
〇
八
八
）

う
し
た
民
族
運
動
の
「
前
近
代
」
を
扱
つ
た
も
の
は
多
い
。
矢
内
原
氏
の
研
究

を
中
心
と
し
て
発
達
し
た
植
民
政
策
研
究
、
太
平
洋
戦
争
中
の
政
策
的
意
図
を

も
た
な
い
諸
研
究
、
戦
後
に
は
板
垣
与
一
教
授
を
筆
頭
と
す
る
研
究
が
あ
る
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
戦
前
の
東
南
ア
ジ
ア
民
族
解
放
運
動
の
研
究
は
、

日
本
の
東
南
ア
ジ
ア
研
究
の
全
般
的
な
た
ち
お
く
れ
を
反
映
し
て
、
戦
前
・

戦
後
を
と
お
し
て
き
わ
め
て
乏
し
い
」
（
一
ぺ
ー
ジ
）
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
本
書
が
先
駆
的
役
割
を
今
後
の
研
究
に
は
た
す
こ
と
は
明
ら
が
で

あ
る
。
私
自
身
、
本
書
に
よ
つ
て
え
た
「
知
識
」
は
は
か
り
し
れ
ぬ
も
の
が
あ

る
し
、
そ
れ
だ
け
に
あ
る
種
の
緊
張
感
が
あ
つ
た
。
私
は
東
南
ア
ジ
ア
を
専
攻

領
域
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
だ
か
ら
本
書
に
つ
い
て
非
礼
を
承

知
で
い
く
つ
か
の
疑
問
を
あ
え
て
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
、

と
思
つ
て
い
る
。
以
下
、
，
私
の
印
象
を
し
る
す
。

　
第
一
は
、
著
者
が
植
民
地
社
会
を
「
封
建
社
会
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

脱
封
建
状
況
を
民
族
解
放
過
程
と
と
る
こ
と
は
間
違
つ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
場
合
に
、
植
民
地
化
以
前
の
社
会
に
お
け
る
「
封
建
性
」
と
は
何
だ
つ
た

の
だ
ろ
う
か
。
私
は
「
伝
統
的
社
会
」
と
概
念
規
定
す
る
こ
と
で
、
そ
の
「
伝

統
性
」
を
問
題
と
す
る
理
解
的
方
法
を
と
つ
て
い
る
が
、
封
建
社
会
と
し
た
場

合
に
、
一
般
経
済
史
的
に
、
ま
た
一
般
政
治
史
的
に
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
（
と

く
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
は
）
ど
の
よ
う
な
一
般
性

と
特
殊
性
の
セ
ッ
ト
が
提
示
さ
れ
う
る
の
か
。

　
第
二
は
、
民
族
主
義
勢
力
に
よ
る
運
動
と
共
産
主
義
勢
力
に
ひ
き
い
ら
れ
る

運
動
（
そ
し
て
前
者
は
改
良
型
と
革
命
型
に
識
別
さ
れ
る
の
だ
が
）
が
、
そ
れ
ぞ

れ
出
現
し
、
発
達
し
、
衰
退
し
、
相
互
に
交
代
し
て
ゆ
く
状
況
が
細
々
と
記
述



さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
前
提
な
り
仮
説
な
り
が
あ
つ
た
場
合
、
著
者
の
と

つ
た
国
別
記
述
の
方
法
は
は
た
し
て
有
効
だ
ろ
う
か
、
の
問
題
で
あ
る
。
こ
う

し
た
仮
説
を
立
証
す
る
た
め
に
、
著
者
は
明
示
し
て
い
な
い
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
、
「
典
型
的
に
」
、
な
い
し
意
識
的
に
と
り
あ

げ
て
い
る
の
は
、
当
然
比
較
史
的
方
法
の
採
用
で
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
比

較
基
準
が
前
述
の
運
動
特
性
で
は
な
か
つ
た
の
だ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
ど
う

い
つ
た
条
件
が
あ
つ
た
時
に
そ
の
国
に
同
一
範
疇
の
運
動
が
生
じ
た
か
、
ま
た

は
生
じ
な
か
つ
た
の
か
、
を
こ
れ
だ
け
の
資
料
が
あ
れ
ば
明
ら
か
に
す
る
可
能

性
が
あ
つ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
第
三
は
、
言
葉
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
著
者
が
帝
国
主
義
に
た
い
し
て
も

つ
姿
勢
は
正
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
悲
惨
な
、
残
酷
な
、
無
暴
な
、
と
い
つ
た

著
者
の
エ
ン
パ
シ
イ
か
ら
生
ず
る
言
葉
が
頻
発
さ
れ
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。
私

は
、
こ
ヲ
し
た
も
の
が
か
え
つ
て
本
書
で
「
歴
史
的
確
定
」
を
追
求
し
た
著
者

の
「
論
」
旨
を
そ
こ
な
つ
て
し
ま
つ
て
い
る
の
を
惜
し
む
。
他
に
も
、
「
人
民
」

と
い
つ
た
概
念
の
曖
昧
さ
、
歴
史
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
の
源
泉
を
「
対
立
」
に

お
い
た
こ
と
は
正
し
く
と
も
、
そ
の
対
立
が
「
収
奪
！
被
収
奪
」
、
「
支
配
ー
被

支
配
」
に
契
機
が
あ
る
以
上
、
人
類
の
歴
史
が
す
で
に
そ
れ
を
一
般
法
則
と
し

て
い
る
、
そ
の
法
則
を
植
民
地
に
エ
ビ
デ
ン
ス
を
求
め
た
上
で
の
立
証
作
業
な

の
か
ど
う
か
、
と
い
つ
た
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
私
だ
け
の
疑
問
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
本

書
が
後
続
研
究
者
の
た
め
に
は
、
強
い
知
的
刺
激
を
あ
た
え
る
こ
と
は
信
じ
て

疑
わ
ぬ
も
の
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
研
究
者
ば
か
り
で
な
く
、
「
歴
史
」
を
共

有
す
る
者
に
必
読
を
す
す
め
た
い
。
（
勤
草
書
房
莞
行
　
A
5
判
　
四
二
六
ぺ
藤
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